平成２４年度

命を守る訓練③　親子登下校訓練(案)　
              　　　　                                          
H24/06/07　分団担当・研究推進
1．期　日
平成２４年６月１６日(土)　　　　登校後～１０：００
２．ねらい　

　①自然災害で校区が被災した後、学校が再開されたとき、安全に登下校できるよう、通学路を
点検しながら登校できるようにする。
　　　　　②地震発生で、倒壊、地割れ、崩れていそうな所はないか、また安全な所はどこか確かめる。
　　　　　③台風や前線の活動による集中豪雨で、危険な所はないか、また安全な所はどこか確かめる。

④落雷時に避難できる場所はないか確かめる。
３．想　定　
　　　・東海地震、３連動地震など大規模な地震発生後、余震が続く状況で学校再開がされたとき。

・大型台風の上陸や前線の活動で局地的な大雨があり、引き続き、二次災害の可能性が考えられるとき。

・普段の登下校の途中に、落雷の可能性があるとき。
４．訓練の流れ・事前指導
　　　・６月１２日（火）昼休みに、通学分団長防災会議を開き、親子登下校訓練のねらいと流れを説明する。
　　　　分団担当・保健主事（研推長）

↓

　　　・通学分団の長子数分のＭｙハザードマップを配布し、６月１５日（金）までに、通学路が分かるように、赤鉛筆でなぞる。
↓
・６月１５日（金）の下校時には、長子に、Ｍｙハザードマップをはさんだ「探検バック」を持ち帰ることができるようにする。

↓

　　　・６月１６日（土）の登校時に、通学分団毎に、親子で通学路の危険箇所・安全箇所を点検しながら登校する。
↓
　　　・登校後の分団会で、自分の地図を見て思い出しながら危険な場所・避難場所を発表し、

各分団ごとに、分団版「Ｍｙハザードマップ」に書き込む。（集約する）
５．事後指導
　　　・保護者には、防災講演会でお話を聞いていただく。

・この活動は、７月６日（金）の参観日・親子災害図上訓練に続くことを、児童に知らせる。

６．後日行う「親子災害図上訓練」の予定（案）
日時：７月６日（金）５時間目

場所：体育館　または多目的室に分団ごとに集合

　　内容：　①分団長が分団名の分かる目印（プラカード等）を持って立ち、分団ごとに整列させる。

②あいさつ　　　　　　（分団担当　ｏｒ保健主事）
③災害図上訓練のねらいと活動内容の説明（分団担当　ｏｒ保健主事）

④校長先生の話　　　　（学校長）　　　　　　　　　　　　　※③～④は入れ替えてもよい
⑤会場全体に広がり、各分団ごとにＭｙハザードマップへの記入（分団担当の先生方と）

⑥「分団版・Myハザードマップ２０１２」を各分団担当の先生に提出

⑦分団ごとにあいさつ・解散　　　（分団担当　ｏｒ保健主事）




































